
先週の説教要旨
「悲しむ者と共にいる主」

（ヨハネ１６：１６〜２４）
　主イエスは、弟子たちに「あなたがたは泣いて悲嘆
に暮れる」と告げる（20節）。事実、弟子たちは、翌
日の主イエスの死に際し、悲嘆に暮れることとなった。
　弟子たちの味わった悲しみは、主イエスとの別離
から来る悲しみ、自分が人生をかけてきたものを全
否定される悔しさから来る悲しみ、自分の情けなさ
や罪深さを思っての悲しみと言えるが、主イエスは「そ
の悲しみは喜びに変わる」ともおっしゃる。この言
葉の通り、弟子たちは復活した主と出会い、彼らの
悲しみは取り去られた。復活の主との出会いを通して、
彼らは自分たちの裏切りの罪が赦されていることを
悟り、静かで深い喜びに溢れさせられて行った。
　浅野順一牧師は、著書「ヨブ記」の中で、「人間の
一人一人の生活や心には、大なり小なり穴のようなも
のが開いており、その穴から隙間風が吹き込んでくる。
その穴を埋め、隙間風が入らないようにすることは
大事である。しかし、同時にその穴から何が見える
かということが、もっと重要なことではないだろう
か？」と述べている。ある人は、愛する家族を天に
見送った後、あまりの悲しさから祈ることさえでき
なくなったが、ふとしたことから、そのように悲し
み嘆く自分の心の叫びに主イエスが耳を傾けてくだ
さっていたことに気づかされ、自分は独りぼっちだっ
たのではなく、主がいつも共にいてくださったこと、
主は自分の嘆きの声にいつも黙って耳を傾けてくだ
さっていたことを知り、大変慰められたと語る。
　「悲しみは喜びに変わる」。神が必ずそのようにして
くださるのだ。今日の聖書の箇所に先立つ13節で、
主イエスは、そのために神が「真理の霊」（聖霊）を
お与えくださると告げている。
　神は、我々の悲しみを喜びに変えるために（苦しみ
の穴、悲しみの穴から感謝と喜びをもたらす景色を見
させるために）、聖霊を送ってくださる。否、「真理の
霊が来る」との主イエスの約束は成就し、聖霊はすで
に我々のもとに注がれているのだ。我々は、そのこと
を信じて、今日から始まる一週間も、希望と勇気をもっ
て歩んで行こう。
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2026 年度年間聖句
　「主は人の一歩一歩を定め
　　　　　御旨にかなう道を備えてくださる。」
	 　　　　　　　　　　（詩編 37編 23 節）

　

どなたにも開かれている定期集会

　　主日礼拝　毎日曜日  午前 10時半
　　子どもの教会　毎日曜日  午前 9時　〜10時
　　祈 祷 会　各水曜日
	 	 　○昼の聖書研究祈祷会
	 	 　　  （第3・午後2時）
	 	 　●夕の祈祷会
	 	 　　  （第2、第4・午後7時）
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礼拝式順序
（復活節第７主日）

	 	 	 　　司式者　井 殿 　 準
	 	 	 　　奏楽者　伊 東 永 子

前　　奏	 	 	 	  奏 楽 者
招　　詞　詩編 105：1〜 4	 	  司 式 者
讃 美 歌　３６０「人の目には」	 	  一 　 同
聖　　書　	 	 	 	  司 式 者
　　　　　ローマ８：２２〜２７（新 P. 284）
使徒信条　（９３－４－Ａ）	 	  一 　 同
祈　　祷	 	 	 	  司 式 者
讃 美 歌　２８６「ほめたたえよ、われらの主を」 一 　 同
説　　教　「確かな希望に支えられて」	  司 式 者
祈　　祷	 	 	 	  　 〃
讃 美 歌　５０５「歩ませてください」	  一 　 同
献　　金　	 	 	 	  　 〃
主の祈り　（９３－５－Ａ）	 	  　 〃
頌　　栄　２６「グロリア、グロリア、グロリア」	  　 〃
祝　　祷	 	 	 	  司 式 者
答　　唱　４０－６「アーメン」	 	  一 　 同
〜「主の平和を」と、祈りを込めて隣席の方々と挨拶を交わしましょう〜

報　　告	 	 	 	  司 式 者
讃 美 歌　９１「神の恵みゆたかに受け」	  一 　 同

・当教会では讃美歌21と新共同訳聖書を使用しています。
　お持ちでない方は受付に常備されているものをご使用
　ください。
・立ち座りのご不自由な方はどうぞ着席のままお臨みく
　ださい。
・ＦＭ電波による補聴器が用意されています。受付に常
　備してありますのでご利用ください。


